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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第３四半期
連結累計期間

第46期
第３四半期
連結累計期間

第45期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （千円） 2,341,746 2,427,517 3,544,346

経常利益 （千円） 419,100 756,035 962,626

四半期（当期）純利益 （千円） 248,994 479,993 582,477

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 250,283 480,474 583,964

純資産額 （千円） 5,119,494 5,773,059 5,499,018

総資産額 （千円） 6,123,793 6,920,921 6,606,823

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 68.51 130.72 160.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 67.93 128.21 158.50

自己資本比率 （％） 82.5 82.6 82.3

 

回次
第45期

第３四半期
連結会計期間

第46期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成25年
　10月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 37.93 48.47

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。

 

(1) 業績の状況

第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府及び日銀による経済金融政策等の効果から企業収益が改善

し、それに伴い雇用情勢は緩やかに回復しつつあります。しかしながら、円安や燃料費の高騰による原材料価格の上

昇等に対する懸念などにより、依然として先行きは不透明な状況となっております。

情報サービス産業におきましては、企業収益の改善を背景に企業のＩＴ投資意欲は前向きさを増し、企業の業務改

善に直結するシステムへのニーズは高まっております。

このような状況下で当社グループは、主力の固定資産システムにおいて、新規ユーザーの獲得や既存ユーザー向け

の追加提案、賃貸借契約管理システムを中心とした小売業向けソリューションの提案等を行って参りました。また費

用対効果を見極めながら投資を行った結果、販売費及び一般管理費は、前年同期と比べて減少いたしました。

この結果、売上高2,427百万円（前年同期比3.7％増）、営業利益747百万円（同80.0％増）、経常利益756百万円

（同80.4％増）、四半期純利益479百万円（同92.8％増）となりました。

 

セグメントの業績は次の通りであります。

① パッケージソリューション事業

主力の固定資産システムにおいては、新規ユーザーの獲得や既存ユーザーに向けた追加提案等を行ってまいりまし

た。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,230百万円（前年同期比5.9％増）、営業利益は693百万円

（同97.4％増）となりました。

② その他事業

その他事業におきましては、主に既存顧客からの継続案件や追加案件の獲得を行ってまいりましたが、顧客の予算

の影響を受け、売上高は197百万円（前年同期比16.5％減）、営業利益は54百万円（同15.2％減）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間まで、パッケージソリューション事業にて、主に新ソリューション向けの技術調査・開

発等を行ってまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、17,348千円となりました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,880,000

計 14,880,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,757,000 3,757,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

 

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であ

ります。

計 3,757,000 3,757,000 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成27年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行されたものは含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成26年10月１日～

 平成26年12月31日
－ 3,757,000 － 431,125 － 457,413

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
　普通株式

85,300
－ －

完全議決権株式（その他）
 普通株式

3,670,200
36,702

権利内容に何ら限定

のない当社における標準

となる株式

単元未満株式
　普通株式

1,500
－ 同上

発行済株式総数 3,757,000 － －

総株主の議決権 － 36,702 －

　（注）　単元未満株式の欄には、自己株式が70株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社プロシップ
東京都文京区後楽

２－３－21
85,300 － 85,300 2.27

計 － 85,300 － 85,300 2.27

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,048,928 5,624,591

売掛金 837,523 477,358

有価証券 100,000 100,000

仕掛品 38,234 149,950

貯蔵品 1,060 409

その他 87,228 81,979

流動資産合計 6,112,975 6,434,289

固定資産   

有形固定資産 32,875 22,321

無形固定資産   

ソフトウエア 147,491 153,818

その他 2,614 2,614

無形固定資産合計 150,106 156,433

投資その他の資産 310,866 307,876

固定資産合計 493,847 486,631

資産合計 6,606,823 6,920,921

負債の部   

流動負債   

買掛金 111,478 117,725

未払法人税等 249,354 100,037

賞与引当金 66,928 78,132

役員賞与引当金 14,000 26,248

受注損失引当金 2,112 211

その他 445,910 604,142

流動負債合計 889,783 926,497

固定負債   

役員退職慰労引当金 109,600 109,600

退職給付に係る負債 108,421 111,763

固定負債合計 218,021 221,364

負債合計 1,107,804 1,147,861
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 431,125 431,125

資本剰余金 429,581 457,413

利益剰余金 4,665,993 4,889,345

自己株式 △85,778 △57,568

株主資本合計 5,440,921 5,720,314

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △1,153 △672

その他の包括利益累計額合計 △1,153 △672

新株予約権 59,250 53,417

純資産合計 5,499,018 5,773,059

負債純資産合計 6,606,823 6,920,921
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 2,341,746 2,427,517

売上原価 1,024,563 1,002,326

売上総利益 1,317,182 1,425,191

販売費及び一般管理費 901,623 677,244

営業利益 415,559 747,947

営業外収益   

受取利息 1,967 1,490

受取保険金 － 5,000

その他 1,573 1,597

営業外収益合計 3,540 8,087

経常利益 419,100 756,035

特別利益   

新株予約権戻入益 1,296 1,952

保険解約返戻金 392 2,964

主要株主株式短期売買利益返還益 － 4,426

特別利益合計 1,688 9,343

税金等調整前四半期純利益 420,788 765,378

法人税等 171,793 285,385

少数株主損益調整前四半期純利益 248,994 479,993

四半期純利益 248,994 479,993
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 248,994 479,993

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,288 481

その他の包括利益合計 1,288 481

四半期包括利益 250,283 480,474

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 250,283 480,474
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

　該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 80,072千円 90,452千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 254,095 70  平成25年３月31日  平成25年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月19日

定時株主総会
普通株式 256,538 70  平成26年３月31日  平成26年６月20日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益計算書

計上額

（注）２ 
パッケージ

ソリューション事業
その他事業

売上高     

外部顧客への売上高 2,105,756 235,989 － 2,341,746

セグメント間の内部

売上高又は振替高
40 2,713 △2,753 －

計 2,105,796 238,702 △2,753 2,341,746

セグメント利益 343,494 58,995 13,069 415,559

　（注）１．セグメント利益の調整額13,069千円は、主にセグメント間取引消去によるものであります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益計算書

計上額

（注）２ 
パッケージ

ソリューション事業
その他事業

売上高     

外部顧客への売上高 2,230,355 197,162 － 2,427,517

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － －

計 2,230,355 197,162 － 2,427,517

セグメント利益 690,326 51,256 6,364 747,947

　（注）１．セグメント利益の調整額6,364千円は、主にセグメント間取引消去によるものであります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成25年４月１日

至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日

至　平成26年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 68円51銭 130円72銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 248,994 479,993

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 248,994 479,993

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,634 3,672

   

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 67円93銭 128円21銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） 31 71

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月９日

株式会社プロシップ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山岸　聡　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 跡部　尚志　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社プロ

シップの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社プロシップ及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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